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緒 言>

小学生および中学生は身長と体重が著しく増加す

る成長期にある。この時期の体重増加は将来にわた

る健康な身体をつくる基礎となるが、それを嫌う子

どものいることが報告されている 。体重増加が当

然の成長期にありながら「太っている」と判定され

ない子どもが「体重を減らしたい」あるいは「現状

維持」を願うことは「背は高くなっても体重は増や

したくない」、すなわち、痩身でありたいと願う「痩

身願望」であり、健康づくりにおいて不適切なこと

である。

成長期の子どもの痩身願望に関する研究 や、

子を持つ親の痩身願望に関する研究 はすでに行

われている。しかしながら、子の生活に深く関わり

その意識形成に大きく影響するはずの保護者が、我

が子の痩身願望に関与しているのか否かについての

研究は見当たらない。これは子どもとその保護者を

一組で調査することの困難さのためではないかと思

われる。

そこで、成長期にある子どもと、その保護者を一

組とする質問紙調査を行い、子どもと保護者の関連

性を明らかにすることを試みた。子どもへの質問と

回答、および保護者への質問と回答を照合すること

により、保護者の生活状況や健康観等と子どもの痩

身願望との関係を明らかにしようとするものであ

る。

なお、高校生以上のやせや肥満の判定に用いられ

る BMI（Body Mass Index）は「体格指数」と訳さ

れているが、体つきを表現する用語には一般に「体

格」と、「体型」とがある。これらは、日常会話の中

で「すらりとした体型」や「立派な体格」のように

使い分けられており、「やせ」や「肥満」を表現する

時には一般的に「体型」が使用されていることが多

い 。したがって本研究では「やせ」「標準」「肥満」

等を「体型」と表現することとした。
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方 法>

１．調査対象者および調査時期

群馬県高崎市および前橋市内の小・中学校に在籍

する小学 5・6年生および中学 1～ 3年生とその保護

者を対象とした。学校長へ調査協力を依頼し、学校

を通して調査票の配布・回収を行った。子どもとそ

の保護者一組での調査を目的とするため、同一封筒

に入れた児童・生徒用および保護者用アンケートを

教室で配布し、それを児童が家庭に持ち帰り親子

別々に回答後、再び同一封筒に入れて教室で回収し

た。調査は 2011年 5月～7月にかけて行った。

２．調査項目

⑴ 子どもに対する調査項目：学年、身長・体重

（自己申告）、家族構成、自らの体型をどのように認

識しているか、今後の身長・体重への願望、体重減

少行動の経験の有無、朝食・夕食の摂取状況等であ

る。

⑵ 保護者に対する調査項目：「お子さんの食生

活に一番関わる」保護者に回答を依頼した。年齢、

身長・体重（自己申告）、我が子の体型をどのように

認識しているか、朝・夕食の摂取状況、食品摂取状

況、喫煙状況等である。

⑶ アンケート調査の分析方法

「アンケート集計・分析ソフト 秀吉 2000」を使

用し、集計処理を行った。

３．統計処理

調査結果は百分率（％）で示した。必要に応じて

頻度の差はχ検定で解析した。

結 果>

調査票は 1,999部配付し 1,633部（回収率 81.7％）

を回収した。保護者と子どもの回答が一組として不

完全な調査票を不備回答票として除外した 1,552部

（有効回答率 95.0％）について集計分析した。

１．子どもの状況

⑴ 性別および学年別の体型分類

①体型の分類方法

子どもの体型の判定には、「肥満度」を用いた。「肥

満度」とは、子どもの体型判定方法の一つであり、

文部科学省の「学校保健統計調査」 の肥満・痩身傾

向児の判定に用いられているものである。子どもの

性別、年齢別、身長別標準体重と、実測した身長、

体重から所定の計算式 により算出することとさ

れている。なお、回答票に記載された身長・体重は、

回答者によって自己申告された数値であり実測値で

はない。

「学校保健統計調査」では、肥満度が 20％以上の

者を「肥満傾向児」、－20％以下の者を「痩身傾向児」

としており、肥満度 0％からの逸脱が±20％以上を

問題視しているように見受けられる。－20～20％未

満の者への言及はないが、本研究では肥満度 0％か

らの逸脱が±10％を超えたあたりからある程度の注

意が必要と考え、子どもの体型を 5段階、すなわ

ち、－20％未満の者を「やせ」、－20～－10％未満の者

を「やせ気味」、－10～10％未満の者を「標準」、10

～20％未満の者を「太り気味」、20％以上の者を「肥

満」と分類した。

性別、学年、身長、体重のいずれかが未記入で肥

満度が算出できなかったものは、「不明」とした。

②性別および学年別の体型分類

性別および学年別にみた体型の割合を表１に示し

た。女子全体では、「やせ」4.0％（31人）、「やせ気

味」25.8％（198人）、「標準」49.4％（379人）、「太

り気味」7.7％（59人）、「肥満」5.7％（44人）、「不

明」7.3％（56人）であった。男子全体では「やせ」

3.0％（23人）、「やせ気味」22.3％（172人）、「標準」

53.1％（409人）、「太り気味」9.5％（73人）、「肥満」

6.9％（53人）、「不明」5.2％（40人）であった。

「やせ」は 3～ 4％であり、男女ほぼ同じであっ

たが、「やせ」と「やせ気味」を合計すると、女子

29.8％、男子 25.3％であり、女子は男子の 1.2倍で

あった。「肥満」も男女であまり差はなかったが、「肥

満」と「太り気味」をあわせると、女子 13.4％、男

子 16.4％で、男子は女子の 1.2倍であった。若干では
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あるが、「やせ、やせ気味」は男子よりも女子に多く、

「肥満、太り気味」は女子よりも男子に多かった。

また、不明は男子 5.2％（40人）、女子 7.3％（56人）

で、男子よりも女子に多かった。

③学校保健統計調査との比較

本研究の「やせ」および「肥満」の割合と、「学校

保健統計調査（平成 23年度）」 の「痩身傾向児」お

よび「肥満傾向児」の出現率とを比較した（表２）。

男女共に、学校保健統計調査に比べて「やせ」が

多く、「肥満」が少ない傾向がみられた。実測値に基

づく「学校保健統計調査」と異なり、本調査の身長・

体重は自己申告・自記式であった。そのため、体重

の多い者が身長・体重等の無記入者（96人）の中に

一定数いたために「肥満」を少なくしたとも考えら

れる。

⑵ 食生活の状況

朝食の摂取、夕食の摂取、菓子を食事の代わりに

利用することの有無を尋ねた結果を体型別にまとめ

た（表３）。なお、体型が不明のもの（111名）は除

外し、性別による大きな差がなかったため、男女一

緒に検討した。
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表１ 性別･学年別体型分類

学年
女 子

合計 やせ やせ
気味 標準 太り

気味 肥満 不明

男子

合計 やせ やせ
気味 標準 太り

気味 肥満 不明

人 177  6  42  81  18  14  16  191  6  48  95  17  13  12小 学
5年生 ％ 100  3.4  23.7  45.8  10.2  7.9  9.0  100  3.0  22.3  53.1  9.5  6.9  5.2

人 283  13  79  139  21  19  12  261  10  64  131  22  15  19小 学
6年生 ％ 100  4.6  27.9  49.1  7.4  6.7  4.2  100  3.1  25.1  49.7  8.9  6.8  6.3

人 82  3  29  38  6  3  3  89  5  22  39  14  8  1中 学
1年生 ％ 100  3.7  35.4  46.3  7.3  3.7  3.7  100  3.8  24.5  50.2  8.4  5.7  7.3

人 117  6  24  54  8  7  18  116  1  23  67  12  7  6中 学
2年生 ％ 100  5.1  20.5  46.2  6.8  6.0  15.4  100  5.6  24.7  43.8  15.7  9.0  1.1

人 106  3  24  67  6  1  5  113  1  15  77  8  10  2中 学
3年生 ％ 100  2.8  22.6  63.2  5.7  0.9  4.7  100  0.9  19.8  57.8  10.3  6.0  5.2

人 2  0  0  0  0  0  2  0  0  0  0  0  0  0学 年
不 明 ％ 100  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 100  100  0.9  13.3  68.1  7.1  8.8  1.8

人 767  31  198  379  59  44  56  770  23  172  409  73  53  40
合 計

％ 100  4.0  25.8  49.4  7.7  5.7  7.3  100  3.0  22.3  53.1  9.5  6.9  5.2

表２ 本調査の「やせ」・「肥満」比率と、学校保健

統計調査の「痩身傾向児」・「肥満傾向児」比

率との比較（％）

学年

女 子

本調査 学校保健
統計調査

や

せ

肥

満

痩

身

傾
向
児

肥

満

傾
向
児

男 子

本調査 学校保健
統計調査

や

せ

肥

満

痩

身

傾
向
児

肥

満

傾
向
児

3.4  2.6  3.1  2.7小 学
5年生 7.9  7.7  6.8  9.4

 
4.6  3.0  3.8  3.1小 学

6年生 6.7  8.1  5.7  9.5
 

3.7  4.3  5.6  2.4中 学
1年生 3.7  8.5  9.0  10.3

 
5.1  3.9  0.9  1.6中 学

2年生 6.0  7.5  6.0  9.0
 

2.8  2.6  0.9  1.7中 学
3年生 0.9  7.4  8.8  8.5

表３ 体型別に見た朝食･昼食の摂取と食事代わり

の菓子利用なしの状況

体型 朝食毎
日摂取

夕食毎
日摂取

菓子・食
事代替無 合計

人 50  51  40  54
や せ

％ 92.6  94.4  74.1  100
人 342  364  288  370

やせ気味
％ 92.4  98.4  77.8  100
人 728  763  633  788

標 準
％ 92.4  96.8  80.3  100
人 119  128  99  132

太り気味
％ 90.2  97.0  75.0  100
人 73  91  74  97

肥 満
％ 75.3  93.8  76.3  100
人 1,312  1,397  1,134  1,441

合 計
％ 91.0  96.9  78.7  100

χ検定 p＜0.001  p＜0.05
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朝食を「毎日食べる」は、「肥満」（75.3％）が他の

体型（90.2～92.6％）よりも著しく低かった。「肥満」

に朝食欠食が多いことは、「欠食」という「食の乱れ」

が、「肥満」の一因となっているのか、あるいは、「肥

満」であるためにやせようとして意図的に朝食を食

べないことがあるのかは不明である（χ＝46.3524、

p＜0.001）。

夕食摂取は 93.8～98.4％であったが、「やせ」と「肥

満」が他よりも若干低かった。

「菓子を食事の代わりに利用することがあるか」

との問いに対して「ない」との答えは「標準」の 80.3％

が最も高く、「やせ」が最も低く、体型によっての差

が認められた（χ＝19.3004、p＜0.05）。

また、これを「朝食・夕食の摂取状況」と比較し

たところ「朝食を毎日食べる（1,415人）」では「な

い」が 80.1％であったのに対し、「朝食を食べない日

がある（116人）」では「ない」は 53.4％と低かった。

また、「夕食を毎日食べる（1,051人）」では 78.9％で

あった「ない」が「夕食を食べない日がある（42人）」

では 42.9％でしかなかった。「朝食あるいは夕食を食

べない日がある」子どもたちにおいては、食事代わ

りに菓子が利用されていることが少なからずあると

推察される。

⑶ 自己体型認識の妥当性

子どもが自分自身の体型をどのように認識してい

るかを「自己体型認識」とし、先述した計算式によ

り算出し判定した体型とを照合し、自分自身の体型

を妥当に認識しているか否かを検討した（表４）。

「やせ・やせ気味」の子どもが、「やせている・や

せ気味」と妥当に認識している割合は、女子 34.5％、

男子 60.0％であった。女子は 6割以上が「ふつう」

または「太っている・太り気味」と、自らを「太め」

に認識していた。

「標準」の子どもが「ふつう」と妥当に認識して

いたのは、女子 58.3％、男子 63.8％であった。「標準」

については、男女の差は 5.5％にとどまっていた。

「肥満・太り気味」の子どもが「太っている・太

り気味」と妥当に認識する割合は、女子 82.5％、男

子 68.3％であり、妥当な認識の割合は女子の方が男

子よりも高かったが、これは女子が「太め」認識す

る傾向にあることがもたらした結果と推察される。

自己体型認識の妥当性について、表５-１に示した

方法で 5分類し、性別で比較した（表５-２）。「太め

認識」は、女子 36.5％、男子 18.2％で、女子は男子

の約 2倍であった。反対に、「細め認識」は女子 5.3％、

男子 15.8％で男子は女子の約 3倍であった。妥当認

識においては、「標準妥当認識」、「細め妥当認識」の

どちらも女子より男子の割合の方が高かった。「太め

妥当認識」は、性別で差はなかった。

表４ 実際の体型と自己体型認識

実際の体型

自己体型認識

女 子 男 子

合

計

や
せ
て
い
る

・
や
せ
ぎ
み

ふ

つ

う

太
っ
て
い
る

・
太
り
気
味

無

回

答

合

計

や
せ
て
い
る

・
や
せ
ぎ
み

ふ

つ

う

太
っ
て
い
る

・
太
り
気
味

無

回

答

人 229  79  129  18  3  195 117  74  2  2やせ・や
せ 気 味 ％ 100 34.5  56.3  7.9  1.3  100 60.0  37.9  1.0  1.0

人 379  23  221  133  2  409  82  261  64  2
標 準

％ 100  6.1  58.3  35.1  0.5  100 20.0  63.8  15.6  0.5

人 103  1  17  85  0  126  4  36  86  0肥満・太
り 気 味 ％ 100  1.0  16.5  82.5  0  100  3.2  28.6  68.3  0

表５-１ 自己体型認識妥当性の判断基準

実際の体型

自己体型認識

太っている
・太り気味 ふつう やせている

・やせ気味

や せ ・
やせ気味 ①太め認識 ①太め認識 ④細め妥当

認識

標 準 ①太め認識 ③標準妥当
認識 ②細め認識

肥 満 ・
太り気味

⑤太め妥当
認識 ②細め認識 ②細め認識

表５-２ 自己体型認識の妥当性

体型認識
の妥当性

女子

人数 ％(＊)

男子

人数 ％(＊)

①太 め 認 識 280  36.5  140  18.2

②細 め 認 識 41  5.3  122  15.8

③標準妥当認識 221  28.8  261  33.9

④細め妥当認識 79  10.3  117  15.2

⑤太め妥当認識 85  11.1  86  11.2

＊：男女それぞれの全回答者（女子 767人、男子 770
人）に対する割合。
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⑷ 身長・体重への願望

①身長への願望

「今後の身長をどのようにしたいか」で、「伸びる」

と回答したものは女子では 77.8％（597人）、男子で

は 87.8％（676人）であり、性別による身長への願望

に差が認められた（χ＝33.698、p＜0.001）。

②体型別にみた体重への願望

体重について、「今後の体重をどのようにしたい

か」で、「増える」と回答したものを「増願望」、「こ

のまま」と回答したものを「維持願望」、「減る」と

回答したものを「減願望」、「わからない」と無回答

を「不明」とした。

体重への願望を、男女別および体型別に比較した

（表６）。成長期にある「やせ・やせ気味」、そして

「標準」の子どもたちは体重増加が必須であるので

「増願望」を持って当然である。しかしながら「や

せ・やせ気味」における「増願望」は女子ではたっ

た 25％、すなわち 1/4でしかなかった。男子では

57％で、女子の 2倍ではあったが、それでも「増願

望」は 6割に届かない。「標準」ではさらに低く、女

子ではわずか 15％であり、男子においても 43％でし

かなかった。

「やせ」・「やせ気味」・「標準」でありながら「維

持願望」や「減願望」を持つこと、さらには「わか

らない」も体重増加の必要性を明確に認識していな

いという点で、いずれも痩身願望者といえよう。小・

中学生における痩身願望は、「やせ・やせ気味」の女

子の 75％、男子の 43％に、「標準」では女子の 85％、

男子の 57％にあることが明らかになった。

③痩身願望の理由

「やせ・やせ気味」でありながら 193名（女子 137

名、男子 56名）が「体重を維持したい」または「減

らしたい」と答えた。その理由について 14項目の選

択肢を設けてたずねたところ（複数回答）、最も多

かったのは「考えたことがない」であり、女子の

35.8％、男子の 46.4％がこれを選択した。次いで女子

では「好きな服が着たいから」（27.0％）、「かっこい

い・かわいいから」（24.1％）であり、男子では「早

く走れるから」（30.4％）、「スポーツ選手のようにな

りたいから」（26.8％）であった。

「標準」の子ども 186人（女子 144人、男子 42人）

において「体重を減らしたい」理由は「やせ・やせ

気味」の子どもよりも明確であり「考えたことはな

い」は、男女ともに 10％程度にとどまった。女子で

は「好きな服が着たい」が 45.8％と最も多く、「水着

になるのが嫌だから」（38.9％）がそれに続いた。男

子では「早く走れるから」（45.2％）、「スポーツ選手

のようになりたいから」（23.8％）と、「やせ・やせ気

味」と全く同じ理由であった。

やせたい理由として選択された項目は女子と男子

では一見したところでは異なっていた。女子は「好

きな服が着たい」「かっこいい・かわいい」のように

「見た目」に対する他人からの評価であり、男子は

「早く走れる」「スポーツ選手のようになりたい」の

ように「スポーツとの関連」が挙げられた。しかし

ながら男子もまた、「スポーツ・男・かっこいい」の

ような、他者からの評価を気にしてのことであれば

女子と同じような理由とも受け止めることができ

る。

表６ 性別・体型別にみた体重への願望

実際の体型
女 子（711人)

合計 増願望 維持願望 減願望 不明

男子（730人）

合計 増願望 維持願望 減願望 不明

人 229  58  102  35  34  195  112  50  6  27
やせ・やせ気味

％ 100  25.3  44.5  15.3  14.9  100  57.4  25.6  3.1  13.8

人 379  56  154  144  25  409  174  149  42  44
標 準

％ 100  14.8  40.6  38.0  6.6  100  42.5  36.4  10.3  10.8

人 103  10  19  66  8  126  24  33  57  12
肥満・太り気味

％ 100  9.7  18.4  64.1  7.8  100  19.0  26.2  45.2  9.5
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⑸ 自己体型認識と体重への願望との関連

自分の体型を太めに認識していると痩身願望がよ

り大きくなるのではないかとの仮説のもと、「自己体

型認識」と「体重への願望」との関連を検討した（表

７）。ここでは「やせ・やせ気味」および「標準」で

ありながら体重に関して「減願望」と「維持願望」

を持つ、自己体型認識が明確な子どもを対象とした。

「やせ・やせ気味」の女子では、「妥当認識」して

いても 41.8％が、さらに「太め認識」においては痩

身願望が 69.4％にも及んだ。男子は女子よりも少な

いが、「妥当認識」していても 25.6％、「太め認識」

では 34.2％と、痩身願望は少なくないことがわかっ

た。

「標準」体型で「維持願望」を持つ子どもの中に

は、身体がすでに十分に発育し必ずしも「増願望」

を持つ必要のない子どもが存在しうる。そこで通常

は中学生以下には用いない BMIを算出し、BMI20

以上の子ども（109人）は身体発育が十分であろうと

見なして対象から除外した。

「標準」の女子における痩身願望は「妥当認識」

で 71.6％、「太め認識」では 90.8％にものぼり、男子

では「妥当認識」で 46.8％、「太め認識」では、80.4％

であった。

「やせ・やせ気味」そして「標準」体型の子ども

全体の痩身願望は、女子では妥当認識していても

63.0％、太め認識では 78.0％が、そして男子では妥当

認識で 39.7％、太め認識で 51.6％であることがわ

かった。男女ともに自分の体型認識が妥当であって

も少なからぬ痩身願望が見られるが、さらに太めに

認識していると、痩身願望がより高くなることが明

らかとなった。

⑹ 考察

自分の体型を妥当に認識している女子は 50％、男

子は 60％にとどまった。「太め認識」している女子は

36.5％にもぼり、男子 18.2％の 2倍であった。「太め

認識」はやせていても「ふつう」、標準であっても

「太っている」と思うことである。自らを太めに認

識していることは、痩身願望と関係していることも

明らかになった。「やせ・やせ気味」を妥当に認識し

ていても、痩身願望は女子で 42％、男子で 26％も存

在し、さらに太めに認識していると、女子では 72％、

男子では 34％にものぼった。また、「標準」であるこ

とを妥当に認識していても、痩身願望は女子で

72％、男子で 47％も存在するが、さらに太めに認識

している場合のそれは、女子では 91％、男子では

80％にものぼった。

193名（女子 137名、男子 56名）が「やせ・やせ

気味」でありながら痩身願望者であったが、体重を

増やしたくない理由として最も多かったのが「考え

たことがない」（女子 35.8％、男子 46.4％）であった。

理由もなく、やせたままでありたいとの願望が何に

よるものか、今後の検討課題である。

たとえ、体型認識が妥当であっても痩身願望は小

さくないが、太め認識を持つとさらに大きくなるこ

とから、まずは子どもに妥当な体型認識を持たせる

ことが重要である。

２．保護者の状況

⑴ 基本属性

回答した保護者の性別、子との続柄、年代を表８

に示した。回答者の 9割が母親であり、40歳代が半

分以上を占めていた。

⑵ 体型分類と生活習慣の状況

保護者の体型は自己申告による身長と体重から

BMIを算出し分類した。身長・体重の記入不備は「不

明」とした。日本肥満学会では、BMI18.5未満を「や

せ」、18.5～25未満を「正常」、25以上を「肥満」と

しているが、本研究では、「正常」範囲をさらに 3区

分して、18.5～21未満を「やせ気味」、21～23未満を

「標準」、23～25未満を「太り気味」とした。その結

表７ やせ・やせ気味」および「標準」の子どもに

おける体型認識と痩身願望の関連

実際の
体 型 体型認識

女 子

人
痩身願望

人 ％

男 子

人
痩身願望

人 ％

妥当認識 79  33 41.8  117  30  25.6やせ･や
せ 気 味 太め認識 147  102 69.4  76  26 34.2

妥当認識 197  141 71.6  233  109  46.8
標 準 ＊

太め認識 98  89  90.8  46  37 80.4

＊ BMI20以上の 109人は除外
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果は「やせ」10.4％（162人）、「やせ気味」33.0％（512

人）、「標準」18.5％（287人）、「太り気味」10.1％（157

人）、「肥満」7.7％（119人）であった。なお、「不明」

は 20.3％（315人）にものぼった。

2011年の「国民健康・栄養調査結果」 （以後、全

国調査とする）によれば BMI25以上の「肥満」女性

は 30歳代で 12.9％、40歳代で 21.0％であるが、本研

究の「肥満」はわずか 7.7％でしかない。身長・体重

の記入不備による「不明」20％に「肥満」が少なか

らず潜んでいる可能性がある。

保護者の体型別に食生活状況と非喫煙をまとめた

結果を表９に示した。

「朝食をほぼ毎日摂取する」と答えた保護者は全

体としては 79％であったが、「やせ」では 70％にと

どまり、ほぼ 80％前後であったその他の体型に比べ

て低かった（χ＝44.353、p＜0.001）。「夕食をほぼ毎

日摂取する」と答えた保護者は「肥満」では 88％で

あり、その他の体型が 93％以上であるのに比べて低

い傾向が見られた。

多様な食品を摂取していることは食生活の基本姿

勢の良好さを示す指標の一つと考えられる。そこで、

毎日の適量摂取が望ましいと考えられる 11種類の

食品・食品群を提示し、「ほぼ毎日食べる」と選択さ

れた食品・食品群の数が 8項目以上の保護者を「多

様な食品摂取」とした。これを体型別に見ると「や

せ」「やせ気味」「標準」の 29％に対し「太り気味」

「肥満」では 22～24％と 5％以上低かった。

非喫煙率は「やせ気味」の 85.7％が最も高く、「肥

表８ 保護者の基本属性

性 別 子どもとの続柄 年 代

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

女 性 1,418  91.4 母 14,02  90.3  30～39歳 370  23.8

男 性 132  8.5 父 129  8.3  40～49歳 868  55.9

そ の 他 13  0.8 上記以外 89  5.7

不 明 2  0.2 不 明 8  0.5 不 明 225  14.5

合 計 1,552  100 合 計 1,552  100 合 計 1,552  100

表９ 保護者の体型分類と生活の状況

体型 （BMI） 人数と比率 朝食毎日
摂 取 ＊

夕食毎日
摂 取

多 様 な
食品摂取 非喫煙

人 162  114  153  47  134
や せ 18.5未満

％ 10.4  70.4  94.4  29.0  82.7

人 512  415  478  150  439
やせ気味 18.5～21未満

％ 33.0  81.1  93.4  29.3  85.7

人 287  228  266  84  239
標 準 21～23未満

％ 18.5  79.4  92.7  29.3  83.3

人 157  130  151  34  129
太り気味 23～25未満

％ 10.1  82.8  96.2  21.7  82.2

人 119  95  105  28  94
肥 満 25以上

％ 7.7  79.8  88.2  23.5  79.0

人 315  236  278  76  262
不 明

％ 20.3  74.9  88.3  24.1  83.2

人 1,552  1,218  1,431  419  1,297
合 計

％ 100  78.5  92.2  27.0  83.6

χ検定 ＊ p＜0.0013

各体型の比率（％）は全回答者 1,552人に対する割合。「朝食毎日摂取」「夕食毎日摂取」「多様な食品
摂取」「非喫煙」の比率（％）は各体型の人数に対する割合である。
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満」が最も低い 79.0％であったが、全体として大き

な差はなかった。なお、喫煙率は男性が女性より、

年代の低い方が高い方より一般的に高い。回答者の

喫煙率は女性 14.0％、男性 36.4％であり、全国調査

の各々9.7％、32.4％を上回っていた。さらに、40歳

未満女性の喫煙率は 24.7％であり、全国調査 15.1％

よりも約 10％高かった。本調査の回答者は子どもを

持つ保護者であり、この喫煙率の高さは問題である。

⑶ 子どもの食事への配慮

子どもの食事を用意する際の配慮について、11項

目を列挙して質問した結果（複数回答）を選択率の

高い順に並べ、保護者の体型別にまとめた（表10）。

「やせ」の保護者は「多様な食材を食べる」「主食・

主菜・副菜を揃える」「栄養素をまんべんなく摂取」

「動物性食品を必ず食べる」「熱量の過剰摂取注意」

の選択率が最も高かった。「野菜を必ず食べる」「油

脂類の過剰摂取注意」は「標準」の保護者の選択率

が高かった。「熱量の摂取不足注意」は総じて低い選

択率であったが、「やせ」と「標準」は「肥満」の保

護者の 4倍近かった。

「肥満」の保護者は「子どもが好む献立中心」「特

に配慮せず」の選択率が他の体型より高く、「子ども

の食事の用意せず」の選択率は最も高かった。「肥満」

の保護者は、他の体型の保護者よりも総じて子ども

の食事への配慮の度合いが低いと推察された。

「やせ」も「肥満」も保護者自身にそれなりの改

善が必要な身体状況であるが、子どもの食事への配

慮には大きな差がみられた。「多様な食材を食べる」

「主食・主菜・副菜を揃える」「栄養素をまんべんな

く摂取」「動物性食品を必ず食べる」の 4項目におい

て「肥満」は「やせ」よりも 10％以上選択率が低かっ

た。

⑷ 考察

本調査の回答は「子どもの食事に最も関わる保護

者」に依頼したが、父親は 9％で母親（90％）が大

多数を占めた。食事および子どもに関することは「女

性役割」というジェンダーバイアスが依然として根

強いことがうかがえた。

保護者全体の朝食摂取率は 78.5％、夕食摂取率は

92.2％、多様な食品摂取率は 27.0％、そして非喫煙率

は 83.6％であった。

朝食の摂取は「やせ」が、夕食の摂取は「肥満」

が、多様な食品摂取は「太り気味」と「肥満が」そ

して非喫煙率は「肥満」が、それぞれ他の体型より

も低い傾向にあった。

「肥満」の保護者は、総じて他の体型の保護者よ

りも子どもの食事への配慮が低く、特に「やせ」を

大きく下回ることが確認された。

３．子どもと保護者の関連性

⑴ 保護者の体型と子どもの体型との関連

保護者の体型と子どもの体型の関連について検討

した（図１）。保護者が「やせ」・「やせ気味」では、

子どもの「やせ」・「やせ気味」が多く、一方、保護

表10 子どもの食事の用意をする際の留意点：保護者の体型別

保護者
の体型

合 計

野
菜
を
必
ず
食

べ
る

多
様
な
食
材
を

食
べ
る

主
食

主
菜

副

菜
を
揃
え
る

栄
養
素
を
ま
ん

べ
ん
な
く
摂
取

動
物
性
食
品
を

必
ず
食
べ
る

油
脂
類
の
過
剰

摂
取
注
意

熱
量
の
過
剰
摂

取
注
意

子
ど
も
が
好
む

献
立
中
心

特
に
配
慮
せ
ず

熱
量
の
摂
取
不

足
注
意

子
ど
も
の
食
事

の
用
意
せ
ず

そ

の

他

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

や せ 162  100  63.6  58.6  59.9  47.5  42.0  24.1  14.2  9.3  2.5  3.1  0.0  5.6

やせ気味 512  100  70.3  57.2  54.1  43.2  36.3  26.4  12.5  7.0  2.5  2.7  0.6  6.1

標 準 287  100  71.8  56.8  52.3  41.5  39.7  30.0  12.5  9.1  3.8  3.1  0.7  4.5

太り気味 157  100  68.2  53.5  47.1  40.1  37.6  26.1  8.9  11.5  3.8  2.5  0.0  6.4

肥 満 119  100  58.0  41.2  45.4  31.1  30.3  20.2  12.6  14.3  10.9  0.8  3.4  6.7

全 体 1,552  100  67.7  54.5  52.2  39.8  37.0  25.8  11.9  8.9  4.3  3.0  0.6  5.1
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者が「太り気味」・「肥満」であると、子どもも「太

り気味」・「肥満」が多かった。保護者の体型による

子どもの体型の差が認められた（χ＝94.5433、p＜

0.001）。また、保護者が「やせ」では「標準」の子ど

もは 42.0％であり、「やせ」以外での 50％程度よりも

少なかった。

⑵ 保護者の子・体型認識

保護者が子どもの体型をどのように認識している

かを「子・体型認識」とし、子どもの体型と保護者

の認識を照合し（表11-１）、保護者におけるその妥

当性について検討した（表11-２）。すなわち、「やせ・

やせ気味」の子どもを「やせすぎ・やせ気味」と認

識していれば「細め妥当認識」であり、一方「ふつ

う」「肥満・太りすぎ」と認識していれば「太め認識」

である、と判断した。

保護者における妥当な子・体型認識は子が女子で

は 66.9％（475人）、男子では 64.1％（467人）であ

り、子の性別による大きな差はなかった。しかし、

子が女子では「太め認識」が男子より 7％、子が男

子では「細め認識」が女子より 10％高かった。保護

者自身が女子に対しては細めであることを、男子に

対しては太目であることを「ふつう」と認識してい

ることがうかがわれる。

⑶ 保護者の子・体型認識と子どもにおける自己

体型認識の関係

保護者の子・体型認識と子ども自身の自己体型認

識との関係について検討した。性別による差が大き

かったので男女別の結果を表12に示した。

①女子児童・生徒

①-1 やせ・やせ気味」の子ども（229人）

保護者が「やせている・やせ気味」と妥当に認識

していても、子が「やせ」を妥当に認識しているの

は 54.0％で、41.9％の子どもは「ふつう」との「太め

認識」であった。一方、保護者が「ふつう」と「太

め認識」していると、子どもも「ふつう」と「太め

認識」している割合が 74.0％を占め、さらには 15.0％

がそれ以上の「太っている・太り気味」と認識して

いた。保護者が「太め認識」していながら子ども自

身が「やせている・やせ気味」と妥当に認識できて

いたのは 11.0％に留まった。

①-2 標準」の子ども（378人）

保護者が「ふつう」と妥当に認識している場合、

「ふつう」との認識を持つ子どもは 62.1％であった

が、34.8％の者は「太っている・太り気味」であると

「太め認識」していた。保護者が「太っている・太

りすぎ」と「太め認識」していると子どもの「太め

図１ 保護者の体型別に見た子どもの体型

表11-２ 保護者における子・体型認識の妥当性

体型認識
の妥当性

子どもの性別

女子

人数 ％(＊)

男子

人数 ％(＊)

①太め認識 145  20.4  96  13.2

②細め認識 90  12.7  165  22.7

③標準妥当認識 290  40.8  267  36.7

④細め妥当認識 124  17.5  128  17.6

⑤太め妥当認識 61  8.6  72  9.9

＊：男女それぞれの全回答者（女子 767人、男子 770
人）から不明を除いた（女子 710人、男子 728人）

に対する割合。

表11-１ 子･体型認識妥当性の判断基準

子ども
の体型

保護者における子の体型認識

やせすぎ・
や せ 気 味 ふつう 肥満・太

り す ぎ

や せ ・
やせ気味

④細め妥当
認識 ①太め認識 ①太め認識

標 準 ②細め認識 ③標準妥当
認識 ①太め認識

肥 満 ・
太り気味 ②細め認識 ②細め認識 ⑤太め妥当

認識
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認識」も 62.5％を占め、「ふつう」との妥当認識は

37.5％にすぎなかった。

①-3 太り気味・肥満」の子ども（103人）

保護者の子・体型認識が「太りすぎ、太りぎみ」

との妥当認識では子の自己体型認識も全員が妥当認

識であった。保護者が「ふつう」と「細めに」認識

していても子ども自らは 60.5％が「太っている・太

り気味」との妥当認識であった。

②男子児童・生徒

②-1 やせ・やせ気味標準」の子ども（194人）

保護者が妥当認識の場合、78.1％の子どもが妥当

認識し、「ふつう」との「太め認識」は 21.1％にとど

まった。女子と大きく異なる結果であった。一方、

保護者が「ふつう」と「太め認識」していると、子

どもも「ふつう」との「太め認識」が 72.6％を占め、

「やせている・やせ気味」との妥当認識は 22.6％で

あったが女子（11.0％）よりも高い割合であった。

②-2 標準」の子ども（408人）

保護者が「ふつう」との妥当認識では、子どもの

妥当認識も 75.7％であり、「太め認識」16.9％は女子

の 34.8％の約半分であった。保護者が細め認識して

いる場合は、子どもの細め認識も 55.0％であり、「ふ

つう」との妥当認識 43.2％よりも高い割合であった。

保護者が太め認識していると子どもの太め認識も

56.7％であり「ふつう」との妥当認識（33.3％）より

も高かった。

②-3 肥満・太り気味」の子ども（126人）

保護者が「太りすぎ、太りぎみ」と妥当に認識し

ていても、子どもの妥当認識は 86.1％にとどまり、

これも女子と大きく異なった。保護者が「ふつう」

との「細め認識」では、子どもの「ふつう」との「細

め認識」と「太っている・太り気味」との妥当認識

がともに 49.0％であった。

③保護者と子どもの認識の一致度

保護者における妥当な子・体型認識と、子ども自

身の妥当な自己体型認識の一致度が最も高いのは女

子の「太り気味・肥満」であり 100％であった。一方、

同じく女子の「やせ・やせ気味」は 54.0％でしかな

く、保護者が妥当に認識していても子どもの 41.9％

は「ふつう」との太め認識であった。男子での親子

の妥当認識の一致度は「やせ・やせ気味」は 78.1％、

「標準」は 75.7％と女子より高かったが、「肥満」は

86.1％であり親が「太りすぎ・太り気味」と妥当に認

識していても、子の 11.1％は「ふつう」との細め認

表12 保護者における子・体型認識と、子どもにおける自己体型認識

保護者における

子・体型認識
子どもの体型

女 子

子どもの自己体型認識

合

計

や
せ
て
い
る

・
や
せ
気
味

ふ

つ

う

太
っ
て
い
る

・
太
り
気
味

人 ％ ％ ％

男 子

子どもの自己体型認識

合

計

や
せ
て
い
る

・
や
せ
気
味

ふ

つ

う

太
っ
て
い
る

・
太
り
気
味

人 ％ ％ ％

やせ気味・やせすぎ 124  54.0  41.9  2.4  128  78.1  21.1  0

ふ つ う やせ・やせ気味 100  11.0  74.0  15.0  62  22.6  72.6  3.2

太りすぎ・太り気味 5  20.0  60.0  0  4  50.0  50.0  0

やせ気味・やせすぎ 48  33.3  52.1  14.6  111  55.0  43.2  1.8

ふ つ う 標 準 290  2.4  62.1  34.8  267  6.7  75.7  16.9

太りすぎ・太り気味 40  0  37.5  62.5  30  10.0  33.3  56.7

やせ気味・やせすぎ 4  25.0  50.0  25.0  5  20.0  80.0  0

ふ つ う 太り気味・肥満 38  0  39.5  60.5  49  2.0  49.0  49.0

太りすぎ・太り気味 61  0  0  100  72  2.8  11.1  86.1

自己体型認識未記入者を除いてあるので各行の合計は 100にならない。
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識であった。

以上のように、保護者と子どもの認識にはある程

度の一致が見られたが、保護者が妥当に認識してい

ても、子ども自らは「太め認識」しているものも少

なくなく、特に女子にこの傾向が強かった。

なお、学校における身体測定の結果が家庭へ通知

されることは「学校保健安全法施行規則」 で定め

られているが、通知項目の中に「肥満度」は含まれ

ていない。しかし、調査を実施した高崎市および前

橋市では、身体測定の結果とともに「肥満度」を通

知している。したがって、本研究の回答者である保

護者は学校の健康診断において判定された子どもの

体型を通知されているはずである。

⑷ 保護者の体型と「やせ・やせ気味」・「標準」

の子における痩身願望

「やせ・やせ気味」と「標準」の子ども（1,212人）

を抽出し、保護者の体型と、子どもの痩身願望との

関係を検討した。なお、子どもの性別で、同様の傾

向がみられたため、男女を一緒に示した。

図２に示すとおり、保護者の体型により、子ども

自身の体重への願望に差のあることが認められた

（χ＝29.7363、p＜0.005）。「やせ・やせ気味」、「標

準」でありながら「減願望」を持つのは、保護者の

体型が「やせ」では 12.0％であるのに対し、「太り気

味」と「肥満」では、その 2倍以上の 25.7％、28.0％

であった。「維持願望」については、あまり差はみら

れなかった。「増願望」は、保護者の体型が「やせ」

では 42.1％であるのに対して、「肥満」ではその半分

以下の 17.3％であった。

「太り気味」あるいは「肥満」である保護者を反

面教師として、子どもが「自分はそうなりたくない」

との思いをもつことが痩身願望につながるのではな

いかと推察される。

⑸ 保護者の子・体型認識と「やせ・やせ気味」

の子どもにおける痩身願望

保護者における子・体型認識と子どもの痩身願望

との関係を「やせ・やせ気味」の子ども 423人（女

子 229人、男子 194人）を抽出し検討した。これら

の子どもたちに対する保護者の認識は「太め認識」

と「細め妥当認識」に限定されるが、「細め妥当認識」

は子どもが女子では 54.1％、男子では 66.0％で大き

な差があった。これは先にも述べたとおり我が子が

実は「やせ・やせ気味」に属していてもそのことを

明確に認識しない保護者が男子よりも女子に多いこ

とを反映していると思われる。

女子については、保護者の「太め認識」において

は痩身願望が 66.7％であったが、「細め妥当認識」に

おいても半数を超える 54.0％であった。男子の痩身

願望は女子よりは少ないが、保護者の「太め認識」

では 37.8％と決して少なくなく、「妥当認識」におい

ても 23.5％であった（表 13）。

保護者の子・体型認識が子どもの痩身願望を助長

する一端を垣間見る結果ではあったが、親が妥当な

子・体型認識を持っていても子の痩身願望が強いこ

とを確認した。体型願望に与える影響が保護者だけ

ではないことを物語っている。

⑹ 保護者の喫煙と子どもとの関連

喫煙がもたらす健康への有害性は周知の事実であ

図２ 保護者の体型別に見た「やせ・やせ気味」・「標

準」の子ども（1,212人）の体重願望

表13 保護者における子・体型認識と「やせ・やせ

気味」の子どもにおける痩身願望

保護者の子
・体型認識

女子（229人)

合計 減願望 維持
願望

男子（194人)

合計 減願望 維持
願望

人 105＊ 28  42  66＊ 4  21
太 め 認 識

％ 100  26.7  40.0  100  6.0  31.8

人 124＊ 7  60  128＊ 2  28
細め妥当認識

％ 100  5.6  48.4  100  1.6  21.9

＊「増願望」と「不明」を加えた人数
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るにもかかわらず、本調査の保護者の喫煙率は全国

平均よりも高い。今日においてなお喫煙者であるこ

とは生活に大きなストレスを抱えていたり、健康観

に何らかの問題があることを反映していると考えら

れる。喫煙保護者は非喫煙保護者と比較して子ども

との関係で何らかの特徴があるのかを検討した。

喫煙保護者の子どもは非喫煙保護者の子どもより

も「肥満・太り気味」の割合が 9％高く（χ＝14.05、

p＜0.001）、「朝食をほぼ毎日摂取」する割合が 10％

低かった（χ＝38.8148、p＜0.001）。「夕食摂取」と

「菓子を食事代わりにすることはない」は非喫煙保

護者の子どもでわずかに高いが有意な差ではなかっ

た（表14）。

「やせ・やせ気味」・「標準」の子ども（1,207人：

女子 606人、男子 601人）において、女子で「減願

望」を持つ割合（表15）は、保護者が喫煙者では 44.3％

であり、非喫煙者の 27.0％の 1.6倍であった（χ＝

14.1309、p＜0.05）。男子では、女子ほどの差はなかっ

たが、非喫煙者（7.4％）よりも喫煙者（11.2％）で

高かった。喫煙保護者の子どもたちの高い「減願望」

には、「禁煙すると太る」、あるいは「やせるために

喫煙する」との俗説も関係しているのではないかと

推察される。

⑺ 考察

親子間の体型の一致度が高いことは日常的に感じ

ることであるが、本研究においても保護者の体型と

子どもの体型に関連が認められた。これは遺伝的な

素因だけでなく、同一家庭内で寝食を含めた生活習

慣を共にする影響が大きいと考えられる。

保護者が「太り気味」と「肥満」であると、子ど

もの痩身願望が高かった。これら体型の保護者は本

人自身が日常的に「やせたい、やせなければ」とつ

ぶやいたり、周囲から「やせた方がいい」等と言わ

れていることが推測される。それを身近に見聞きし

ている子どもが、「自分は太りたくない」との認識を

持つのではないかと考えられる。

喫煙保護者の体型は、非喫煙者と大差ないにも関

わらず、非喫煙者に比べて子どもの痩身願望が高

かった。太っていない保護者が「禁煙したいけど太

るのはイヤだし」などと日常生活の中でつぶやくこ

とがあれば子どもに「やせていることが大切」を無

意識に語っていることになる。

保護者が我が子の体型を妥当に認識している割合

は、子が女子では 66.9％、男子では 64.1％であった。

保護者の子・体型認識が妥当であると、太めに認識

しているよりも子の痩身願望が 10％以上低かった

が、この差はあまり大きくない。たとえ親が妥当に

認識していても子の痩身願望は防ぎきれるものでは

なく、体型願望には保護者以外の影響も大きいこと

が推察された。

考 察>

少なからぬ小・中学生に痩身願望のあることが本

研究において確認された。痩身願望者は、男子より

も女子に圧倒的に多く、若い成人女性に見られるや

せ願望がすでに小学生の頃に芽生えていることがう

かがえた。

西沢ら によると、やせに対するイメージで、「う

表14 保護者の喫煙と子どもの状況

保護者

子どもの状況

肥

満

・

太
り
気
味＊

朝

食

毎
日
摂
取＊＊

夕

食

毎
日
摂
取

菓
子
食
事

代
替
な
し

人 1,297  172  1,206  1,260  1,023
非 喫 煙

％ 100  13.3  93.0  97.1  78.9

人 247  55  203  233  179
喫 煙

％ 100  22.3  82.2  94.3  72.5

χ検定 ＊ p＜0.001 ＊＊ p＜0.001

表15 保護者の喫煙状況と「やせ・やせ気味」およ

び「標準」の子どもの体重への願望

保護者の状況
女子＊ 606人

合計 減
願望

保持
願望

増
願望 不明

男子 601人

合計 減
願望

保持
願望

増
願望 不明

人 518  140  223  101  54  512  38  177  237  60
非 喫 煙

％ 100 27.0  43.1  19.5  10.4  100  7.4  34.6  46.3  11.7

人 88  39  31  13  5  89  10  21  47  11
喫 煙

％ 100 44.3  35.2  14.8  5.7  100 11.2  23.6  52.8  12.4

χ検定 ＊ p＜0.05
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れしい、自由に食べられる、でぶとか言われない、

いろいろな服を買う」など、「やせ」を肯定的にとら

えている者は、男子よりも女子に多く、一方で、「し

わくちゃになる、キャッチャーが出来ない」など、

「やせ」を否定的にとらえている者は女子よりも男

子に多いとのことであった。これらからも、女子は

男子に比べて、すらりとした身体を理想とする「や

せ志向」が強いことが推察される。

また、子どもが自らの体型を太めに認識すること

が、痩身願望に関係することが明らかとなった。太

めに認識する子どもは、女子では 4割弱、男子では

2割弱存在し、男子よりも女子に多くみられた。これ

は、「やせ」に属する体型を理想としているために、

たとえ「標準」の体型であっても自分の体型に満足

できず、「太っている、だからやせたい」と考えるの

ではないかと推察される。

子どもとその保護者を一組として調査を行ったこ

とにより、両者間におけるいくつかの関連が明らか

になった。保護者が我が子の体型を妥当に認識して

いる割合はおよそ 65％であった。保護者における妥

当な子・体型認識と、子ども自身の妥当な自己体型

認識の一致度が最も高かったのは女子の「太り気

味・肥満」であり 100％であったが、同じく女子の「や

せ・やせ気味」では 54％でしかなく、保護者が妥当

に認識していても子どもの 42％は「ふつう」との太

め認識であった。男子での親子の妥当認識の一致度

は「やせ・やせ気味」は 78％、「標準」は 76％と女

子より高かったが「肥満」は 86％であり、親が「太

りすぎ・太り気味」と妥当に認識していても、子の

11％は「ふつう」との細め認識であった。

「やせ・やせ気味」の子どもが体重減や体重維持

を望むことは大いに問題であるが、保護者の子・体

型認識が太めであると女子の 67％、男子でも 38％が

痩身願望を持つことが明らかとなった。しかしなが

ら保護者がたとえ妥当に認識していても女子では

54％、男子でも 24％が痩身願望を持つことは、子ど

もたちの体型認識に与える影響が保護者だけではな

いことを物語っている。

保護者の体型が「太め」であると子どもの痩身願

望の高いことが明らかとなった。「太っている」保護

者を子どもは否定的にとらえ、自分はそうはなりた

くないとの思いを抱き、自らの体重増加を嫌うので

はないかと推察される。保護者の肥満が非肥満の子

どもの痩身願望を高くするのであれば、この点から

も保護者は自らの「肥満」を改善することが必要と

なる。

保護者の喫煙が子どもの痩身願望を高くしている

との結果も親子一組で行った調査だからこそ得られ

た結果である。保護者における喫煙という不適切な

生活習慣が子どもに与える悪影響は副流煙だけでな

いことを示唆するものである。

以上、子どもの痩身願望に保護者が影響している

ことは確認されたが、同時に保護者以外の影響の大

きさも推察せざるを得ないことが明らかとなった。

例えば、我が子の体型を保護者が妥当に認識してい

ても、子どもは自らの体型を太めに認識している傾

向がみられた。これは、子どもが自らを太めに認識

することには保護者だけでなく、それ以外の判断基

準のあることをうかがわせるものである。社会全体

の「やせ志向」が考えられるが、これを煽るのは、

テレビや雑誌、あるいはマンガなどのマスメディア

である。高橋 が成人男女約 1,200人を対象に行っ

た調査（2010年）では、成人においても「やせ」が

自らを「ふつう」と「太め認識」する割合は、女性

で 3割強、男性で 2割強に及んでいた。「やせ」を「や

せ」と認識せずに、「太め認識」する傾向は、大人に

も子どもにもみられ、やせ志向が社会全体に蔓延し

ていると思われる。

社会現象ともいえる、女性を中心とした「やせ志

向」は根強く存在する。しかし、「やせ志向」は成長

期の子どもには、あってはならない。保護者をはじ

めとする子どもの成長に関わる者が、“成長期の子ど

もが痩身願望を持つこと”に対しての問題意識を高

めることが必要である。

要 約>

成長期にありながら「体重を減らしたい・増やし

たくない」と体重増加を嫌う非肥満の小・中学生の

いることがすでに報告されている。これは痩身願望
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であり、成長期の子どもにおけるその現状を、その

保護者との関連で調査した。小学校 5年生から中学

校 3年生までの児童・生徒とその保護者を一組とす

る質問紙調査を行い、親子一組の有効回答票 1,552

部を分析した結果、次のことが明らかとなった。

自分の体型を妥当に認識しているのは女子では

50％、男子では 60％であり、太めに認識している女

子は 37％、男子は 18％であった。痩身願望は女子で

は体型を太めに認識している者の 78％、妥当に認識

している者の 63％が、男子では太めに認識している

者の 52％、妥当に認識している者の 40％が持つこと

がわかった。また、保護者が我が子の体型を太めに

認識している、肥満である、喫煙している場合はい

ずれも子どもの痩身願望の高いことがわかった。

以上より、保護者の不適切な認識や生活習慣が子

どもの痩身願望に少なからぬ影響を与えていること

が明らかとなった。
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